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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　ベランダや屋上の床面から外方への転落を防止するための防護柵を構成する基体の上部

に配設される手摺であって、

　一対の外枠部と、一対の前記外枠部の上部間に横設した棒状の水平片と、で手摺部を構

成し、

　前記外枠部は、棒状の傾斜片と垂直片と、からなり、前記傾斜片と前記垂直片は、側面

視で床面側に傾斜した前記傾斜片の下端部に前記垂直片を垂下して側面視へ字状に形成し

、

　前記垂直片は、前記基体に対して前記手摺部を回動自在とする回動軸を有する回動部と

、前記回動軸を中心に下方に回動させた前記手摺部を上方に復帰させる付勢部と、前記手

摺部の上方への回動を規制する上方規制部と、を中途部に形成し、

　前記垂直片の下端側は、下方に回動させた前記手摺部が前記基体側と当接して回動を規

制する下方規制部であることを特徴とする転落防止用手摺。

【請求項２】

　前記上方規制部は、前記回動部よりも上側に形成したことを特徴とする請求項１に記載

の転落防止用手摺。

【請求項３】

　前記付勢部は、前記上方規制部よりも上側に形成したことを特徴とする請求項１又は２

に記載の転落防止用手摺。
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【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 付 勢 部 は 、 前 記 回 動 部 よ り も 下 側 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記

載 の 転 落 防 止 用 手 摺 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 下 方 規 制 部 と 前 記 基 体 側 と の 当 接 箇 所 に 当 接 を 知 ら せ る 報 知 部 を 形 成 し た こ と を 特

徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 転 落 防 止 用 手 摺 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 幼 児 や 子 供 の ベ ラ ン ダ か ら の 転 落 を 防 止 す る ベ ラ ン ダ の 転 落 防 止 用 手 摺 に 関

す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 よ り 、 幼 児 や 子 供 が ベ ラ ン ダ か ら 転 落 し 重 傷 又 は 死 亡 す る 事 故 が 起 き て い る 。 ま た

、 転 落 事 故 が 起 き る 原 因 と し て 、 ベ ラ ン ダ で 遊 ん で い る と き に 置 い て あ っ た 物 を 足 場 に し

て 手 摺 を 乗 り 越 え 転 落 、 手 摺 に 捕 ま り 、 前 の め り に な っ て 転 落 す る な ど の 例 が 挙 げ ら れ る

。 こ の よ う な 上 記 で 挙 げ た 例 か ら 、 幼 児 又 は 子 供 の 転 落 を 防 ぐ の に 元 々 あ る 手 摺 や 柵 だ け

で は 限 界 が あ る 。 従 っ て 、 元 々 設 置 さ れ て い る 手 摺 や 柵 に 転 落 防 止 が 期 待 で き る も の を 付

加 さ せ る こ と で 、 転 落 事 故 の リ ス ク を 減 ら す こ と が 重 要 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の よ う に 転 落 す る の を 防 ぐ た め の 転 落 防 止 用 柵 に 係 る 技 術 が 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 開

示 さ れ て い る 。 本 技 術 に よ れ ば 、 転 落 防 止 柵 が 可 動 す る こ と は 出 来 な い が 安 全 な 方 向 に 傾

い て お り 、 布 団 が 干 せ る 機 能 を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 ま た 、 転 落 事 故 の リ ス ク を 減 ら す た め に は 、 手 摺 を 可 動 さ せ る こ と で 、 安 全 な 方 向 に 倒

れ る こ と が 必 要 不 可 欠 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 そ こ で 、 手 摺 （ 安 全 柵 ） の 可 動 に 係 る 技 術 が 、 例 え ば 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 。 本

技 術 に よ れ ば 、 既 存 の 手 摺 に 主 軸 を も う け 、 そ こ か ら 上 方 に 伸 延 す る 安 全 柵 を 取 付 け ば ね

に よ り 回 転 又 は 上 下 す る も の で 、 手 摺 （ 安 全 柵 ） を 掴 ん だ ら 安 全 柵 が 内 側 に 倒 れ 乗 り 越 え

に く い 構 造 に な っ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ４ ０ ９ ７ ０ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ４ ０ ３ ３ ５ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 確 か に 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ た 技 術 に よ れ ば 、 安 全 柵 が 回 転 又 は 上 下 す る と い う 機 能

は 転 落 を 防 止 す る 上 で 効 果 は あ る が 、 安 全 柵 の 下 端 側 で 支 持 す る 主 軸 に よ り 可 動 す る た め

、 安 全 柵 が 下 方 の 停 止 位 置 ま で 回 転 し た 後 は 安 全 柵 の 長 さ に 応 じ て 主 軸 周 縁 に 過 大 な モ ー

メ ン ト が 集 中 し て し ま う た め 安 全 柵 の 耐 久 性 に 問 題 を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ の 発 明 は 、 以 上 の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 転 落 事 故 の 防 止 を 可 能 に

す る と 共 に 、 耐 久 性 が 向 上 し た 転 落 防 止 用 手 摺 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 以 上 の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 以 下 の 技 術 を 提 供 す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】
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　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 で は 、 ベ ラ ン ダ や 屋 上 の 床 面 か ら 外 方 へ の 転 落 を 防 止 す る た め の 防

護 柵 を 構 成 す る 基 体 の 上 部 に 配 設 さ れ る 手 摺 で あ っ て 、 一 対 の 外 枠 部 と 、 一 対 の 前 記 外 枠

部 の 上 部 間 に 横 設 し た 棒 状 の 水 平 片 と 、 で 手 摺 部 を 構 成 し 、 前 記 外 枠 部 は 、 棒 状 の 傾 斜 片

と 垂 直 片 と 、 か ら な り 、 前 記 傾 斜 片 と 前 記 垂 直 片 は 、 側 面 視 で 床 面 側 に 傾 斜 し た 前 記 傾 斜

片 の 下 端 部 に 前 記 垂 直 片 を 垂 下 し て 側 面 視 へ 字 状 に 形 成 し 、 前 記 垂 直 片 は 、 前 記 基 体 に 対

し て 前 記 手 摺 部 を 回 動 自 在 と す る 回 動 軸 を 有 す る 回 動 部 と 、 前 記 回 動 軸 を 中 心 に 下 方 に 回

動 さ せ た 前 記 手 摺 部 を 上 方 に 復 帰 さ せ る 付 勢 部 と 、 前 記 手 摺 部 の 上 方 へ の 回 動 を 規 制 す る

上 方 規 制 部 と 、 を 中 途 部 に 形 成 し 、 前 記 垂 直 片 の 下 端 側 は 、 下 方 に 回 動 さ せ た 前 記 手 摺 部

が 前 記 基 体 側 と 当 接 し て 回 動 を 規 制 す る 下 方 規 制 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 転 落 防 止 用 手

摺 を 提 供 せ ん と す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 で は 、 前 記 上 方 規 制 部 は 、 前 記 回 動 部 よ り も 上 側 に 形 成 し た こ と を

特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 転 落 防 止 用 手 摺 を 提 供 せ ん と す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 で は 、 前 記 付 勢 部 は 、 前 記 上 方 規 制 部 よ り も 上 側 に 形 成 し た こ と を

特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 転 落 防 止 用 手 摺 を 提 供 せ ん と す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 で は 、 前 記 付 勢 部 は 、 前 記 回 動 部 よ り も 下 側 に 形 成 し た こ と を 特 徴

と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 転 落 防 止 用 手 摺 を 提 供 せ ん と す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 で は 、 前 記 下 方 規 制 部 と 前 記 基 体 側 と の 当 接 箇 所 に 当 接 を 知 ら せ る

報 知 部 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 転 落 防 止 用 手 摺 を 提 供 せ ん と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ベ ラ ン ダ や 屋 上 の 床 面 か ら 外 方 へ の 転 落 を 防 止 す る た め

の 防 護 柵 を 構 成 す る 基 体 の 上 部 に 配 設 さ れ る 手 摺 で あ っ て 、 一 対 の 外 枠 部 と 、 一 対 の 外 枠

部 の 上 部 間 に 横 設 し た 棒 状 の 水 平 片 と 、 で 手 摺 部 を 構 成 し 、 外 枠 部 は 、 棒 状 の 傾 斜 片 と 垂

直 片 と 、 か ら な り 、 傾 斜 片 と 垂 直 片 は 、 側 面 視 で 床 面 側 に 傾 斜 し た 傾 斜 片 の 下 端 部 に 垂 直

片 を 垂 下 し て 側 面 視 へ 字 状 に 形 成 し 、 垂 直 片 は 、 基 体 に 対 し て 手 摺 部 を 回 動 自 在 と す る 回

動 軸 を 有 す る 回 動 部 と 、 回 動 軸 を 中 心 に 下 方 に 回 動 さ せ た 手 摺 部 を 上 方 に 復 帰 さ せ る 付 勢

部 と 、 手 摺 部 の 上 方 へ の 回 動 を 規 制 す る 上 方 規 制 部 と 、 を 中 途 部 に 形 成 し 、 垂 直 片 の 下 端

側 は 、 下 方 に 回 動 さ せ た 手 摺 部 が 基 体 側 と 当 接 し て 回 動 を 規 制 す る 下 方 規 制 部 で あ る こ と

よ り 、 手 摺 を 乗 り 越 え に く い 構 造 に し 、 さ ら に 側 面 視 へ 字 状 の 外 枠 部 の 垂 直 片 の 中 途 部 に

回 動 軸 を 配 設 し た こ と で 繰 り 返 し 可 動 さ せ て も 耐 久 性 を 維 持 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 上 方 規 制 部 は 、 回 動 部 よ り も 上 側 に 形 成 し た こ と よ り 、

重 心 が 安 定 し 、 荷 重 が 掛 か っ て も 耐 久 性 を 維 持 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 付 勢 部 は 、 上 方 規 制 部 よ り も 上 側 に 形 成 し た こ と よ り 、

手 摺 の 屈 曲 が 安 定 し 、 耐 久 性 を 維 持 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 付 勢 部 は 、 回 動 部 よ り も 下 側 に 形 成 し た こ と よ り 、 回 動

部 へ の 負 荷 が 少 な く な り 、 耐 久 性 を 維 持 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 下 方 規 制 部 と 基 体 側 と の 当 接 箇 所 に 当 接 を 知 ら せ る 報 知

部 を 形 成 し た こ と よ り 、 当 接 を リ ア ル タ イ ム で 検 知 し 、 音 で 警 告 を 発 す る こ と で 早 期 の 転

落 事 故 防 止 を 図 る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 転 落 防 止 用 手 摺 を 設 置 し た 防 護 柵 の 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 付 勢 部 と 上 方 規 制 部 を 回 動 部 よ り も 上 方 に 配 設 し た 転 落 防 止 用 手 摺 の 透 視 側 面 図

で あ る 。

【 図 ３ 】 回 動 部 を 示 す 簡 易 平 面 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 転 落 防 止 用 手 摺 を 設 置 し た 防 護 柵 の 背 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 他 の 転 落 防 止 用 手 摺 を 設 置 し た 防 護 柵 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 付 勢 部 を 下 方 に 配 設 し た 転 落 防 止 用 手 摺 の 透 視 側 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 転 落 防 止 用 手 摺 の 要 旨 は 、 ベ ラ ン ダ や 屋 上 の 床 面 か ら 外 方 へ の

転 落 を 防 止 す る た め の 防 護 柵 を 構 成 す る 基 体 の 上 部 に 配 設 さ れ る 手 摺 で あ っ て 、 一 対 の 外

枠 部 と 、 一 対 の 外 枠 部 の 上 部 間 に 横 設 し た 棒 状 の 水 平 片 と 、 で 手 摺 部 を 構 成 し 、 外 枠 部 は

、 棒 状 の 傾 斜 片 と 垂 直 片 と 、 か ら な り 、 傾 斜 片 と 垂 直 片 は 、 側 面 視 で 床 面 側 に 傾 斜 し た 傾

斜 片 の 下 端 部 に 垂 直 片 を 垂 下 し て 側 面 視 へ 字 状 に 形 成 し 、 垂 直 片 は 、 基 体 に 対 し て 手 摺 部

を 回 動 自 在 と す る 回 動 軸 を 有 す る 回 動 部 と 、 回 動 軸 を 中 心 に 下 方 に 回 動 さ せ た 手 摺 部 を 上

方 に 復 帰 さ せ る 付 勢 部 と 、 手 摺 部 の 上 方 へ の 回 動 を 規 制 す る 上 方 規 制 部 と 、 を 中 途 部 に 形

成 し 、 垂 直 片 の 下 端 側 は 、 下 方 に 回 動 さ せ た 手 摺 部 が 基 体 側 と 当 接 し て 回 動 を 規 制 す る 下

方 規 制 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。 す な わ ち 、 転 落 事 故 の 防 止 を 可 能 に す る と 共 に 、 側 面

視 へ 字 状 の 外 枠 部 の 垂 直 片 の 中 途 部 に 回 動 軸 を 配 設 し た こ と で 回 動 部 を 付 加 し た こ と に よ

り 繰 り 返 し 可 動 さ せ て も 耐 久 性 を 維 持 す る こ と が で き る 転 落 防 止 用 手 摺 の 提 供 を 図 ろ う と

す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 発 明 が 対 象 と す る 転 落 防 止 用 手 摺 １ は 、 ベ ラ ン ダ Ｂ や 屋 上 の 床 面 Ｆ か ら 外 方 Ｕ へ の 転

落 を 防 止 す る た め の 防 護 柵 を 構 成 す る 基 体 Ａ の 上 部 に 配 設 さ れ る 手 摺 １ で あ っ て 、 ベ ラ ン

ダ Ｂ や 屋 上 か ら 外 方 Ｕ へ の 転 落 を 防 ぐ も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 基 体 Ａ の 上 部 に 後 付 け す る 転 落 防 止 用 手 摺 と し て 説 明 す る が 、 基

体 Ａ と 一 体 に な っ た 転 落 防 止 用 手 摺 で あ っ て も 構 わ な い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 転 落 防 止 用 手 摺 １ に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 ま た 、 本

説 明 中 に お い て 左 右 同 一 又 は 左 右 対 称 の 構 造 や 部 品 に つ い て は 、 原 則 と し て 同 一 の 符 号 を

付 し 、 左 右 何 れ か 一 方 の み を 説 明 し て 、 他 方 に つ い て は 説 明 を 適 宜 省 略 す る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 転 落 防 止 用 手 摺 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ベ ラ ン ダ Ｂ や 屋 上 の

床 面 Ｆ か ら 外 方 Ｕ へ の 転 落 を 防 止 す る た め の 防 護 柵 を 構 成 す る 基 体 Ａ の 上 部 に 配 設 さ れ る

手 摺 で あ っ て 、 一 対 の 外 枠 部 ３ と 、 一 対 の 外 枠 部 ３ の 上 部 間 に 横 設 し た 棒 状 の 水 平 片 １ ０

と 、 で 手 摺 部 ２ を 構 成 し 、 外 枠 部 ３ は 、 棒 状 の 傾 斜 片 ４ と 垂 直 片 ５ と 、 か ら な り 、 傾 斜 片

４ と 垂 直 片 ５ は 、 側 面 視 で 床 面 Ｆ 側 に 傾 斜 し た 傾 斜 片 ４ の 下 端 部 に 垂 直 片 ５ を 垂 下 し て 側

面 視 へ 字 状 に 形 成 し 、 垂 直 片 ５ は 、 基 体 Ａ に 対 し て 手 摺 部 ２ を 回 動 自 在 と す る 回 動 軸 （ 回

動 軸 線 ６ を 示 す 。 以 下 同 じ ） を 有 す る 回 動 部 １ ２ と 、 回 動 軸 ６ を 中 心 に 下 方 に 回 動 さ せ た

手 摺 部 ２ を 上 方 に 復 帰 さ せ る 付 勢 部 １ ７ と 、 手 摺 部 ２ の 上 方 へ の 回 動 を 規 制 す る 上 方 規 制

部 １ ８ と 、 を 中 途 部 に 形 成 し 、 垂 直 片 ５ の 下 端 側 は 、 下 方 に 回 動 さ せ た 手 摺 部 ２ が 基 体 Ａ

側 と 当 接 し て 回 動 を 規 制 す る 下 方 規 制 部 ２ ０ で あ る よ う に 構 成 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 こ の よ う に 構 成 す る こ と で 、 手 摺 部 ２ を な す 外 枠 部 ３ が へ 字 状 に 形 成 し て い る こ と で 乗

り 越 え に く い 構 造 に な っ て お り 、 ま た 、 付 勢 部 １ ７ と 回 動 軸 ６ に よ り 繰 り 返 し 使 用 す る こ

と が 出 来 る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 具 体 的 に は 、 図 １ に 示 す ベ ラ ン ダ Ｂ の 床 面 Ｆ か ら 立 設 し た 防 護 柵 は 便 宜 上 コ ン ク リ ー ト

製 で 構 成 さ れ た 矩 形 状 の 基 体 Ａ で あ り 、 本 実 施 形 態 に 係 る 転 落 防 止 用 手 摺 １ は 、 下 方 開 放

に 配 設 し た 側 面 視 コ 字 状 の 金 属 製 の 設 置 部 ４ １ を 介 し て 基 体 Ａ の 上 部 に 設 置 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】

　 設 置 部 ４ １ は 、 図 ２ 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 基 体 Ａ の 内 側 と 当 接 す る 矩 形 板 状 の 設 置 基 準

片 ４ ２ と 、 基 体 Ａ の 外 側 か ら 基 体 Ａ を 押 圧 し て 設 置 基 準 片 ４ ２ と の 間 で 基 体 Ａ を 挟 持 す る

押 圧 ボ ル ト ４ ８ を 進 退 自 在 に 形 成 し た 矩 形 板 状 の 押 圧 基 準 片 ４ ６ と 、 が こ れ ら 基 準 片 ４ ２

， ４ ６ の 上 端 で 連 結 す る 接 続 片 ４ ９ を 介 し て 一 体 に 形 成 さ れ 、 基 体 Ａ の 上 部 に 接 続 片 ４ ９

を 載 置 す る よ う に し て 固 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 設 置 基 準 片 ４ ２ に 転 落 防 止 用 手 摺 １ を 配 設 し 、 押 圧 基 準 片 ４ ６ に は 、

左 右 側 に 雌 ネ ジ 孔 ４ ７ を 形 成 し 、 先 端 に 緩 衝 材 等 が 形 成 さ れ た 押 圧 ボ ル ト ４ ８ を 雌 ネ ジ 孔

４ ７ に 螺 入 す る こ と で 押 圧 ボ ル ト ４ ８ の 緩 衝 材 等 が 基 体 Ａ を 押 圧 し て 転 落 防 止 用 手 摺 １ を

備 え た 設 置 部 ４ １ を 基 体 Ａ に 取 付 け る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 な お 、 基 体 Ａ を 構 成 す る 防 護 柵 は コ ン ク リ ー ト 製 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 格 子 状 や

、 そ の 他 形 状 で あ っ て も 良 く 、 ま た 、 ベ ラ ン ダ Ｂ や 屋 上 の 床 面 Ｆ か ら 外 方 Ｕ へ の 転 落 を 防

止 す る た め の 防 護 柵 で あ れ ば 如 何 な る 対 象 で あ っ て も 本 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 に お い て 対 象

と な る こ と は 言 う ま で も な い 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 従 っ て 、 上 述 し た 設 置 部 ４ １ の 構 成 は 一 実 施 例 で あ り 、 本 発 明 に 係 る 転 落 防 止 用 手 摺 １

を 設 置 す る 限 り 対 象 と な る 防 護 柵 の 形 状 等 に 応 じ て 設 置 部 ４ １ が 種 々 の 変 形 ・ 変 更 を 可 能

と す る こ と も 言 う ま で も な い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 次 に 、 転 落 防 止 用 手 摺 １ の 構 成 に つ い て 図 面 を 用 い て 具 体 的 に 詳 述 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 １ 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 外 枠 部 ３ は 、 金 属 製 の 丸 棒 を 平 面 視 へ 字 状 に 屈 曲 し て 床 面 Ｆ

側 に 傾 斜 さ せ た 上 部 を 傾 斜 片 ４ と し 、 傾 斜 片 ４ の 下 端 部 に 垂 下 す る 下 部 を 垂 直 片 ５ と し て

一 体 に 形 成 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ま た 、 一 対 の 外 枠 部 ３ の 上 端 部 間 に は 金 属 製 の 丸 棒 か ら な る 水 平 片 １ ０ を 溶 接 に て 接 合

す る こ と で 横 設 し 外 枠 部 ３ と 水 平 片 １ ０ か ら な る 手 摺 部 ２ を 構 成 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 な お 、 手 摺 部 ２ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 水 平 片 １ ０ の 端 部 と 垂 直 片 ５ の 下 端 部 に 至 る 金

属 製 で 丸 棒 状 の 補 強 片 １ １ を 介 設 し て 手 摺 部 ２ の 強 度 を 向 上 さ せ る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 、 垂 直 片 ５ の 略 中 央 に は 、 図 ２ 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 基 体 Ａ に 対 し て 手 摺 部 ２ が 回

動 自 在 と な る よ う に 、 設 置 基 準 片 ４ ２ か ら 床 面 Ｆ 側 に 水 平 に 伸 延 す る 金 属 製 で 丸 棒 状 の 固

定 片 １ ３ の 先 端 側 に 垂 直 片 ５ を 回 動 自 在 と し た 回 動 部 １ ２ を 形 成 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 具 体 的 に は 、 固 定 片 １ ３ は 後 端 側 に 雄 ネ ジ １ ４ を 螺 刻 し て 、 設 置 基 準 片 ４ ２ に 形 成 し た

雌 ネ ジ 孔 ４ ３ に 螺 入 す る こ と で 床 面 Ｆ 側 に 向 け て 水 平 に 配 設 さ れ 、 先 端 側 は 丸 棒 の 周 縁 を

凸 状 に 切 削 し て 縦 方 向 に 板 状 で 所 定 厚 の 係 合 基 部 １ ５ を 形 成 し 、 係 合 基 部 １ ５ の 先 端 側 に

回 動 軸 ６ を 回 動 自 在 に 枢 止 す る 回 動 軸 孔 １ ６ を 穿 設 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ま た 、 垂 直 片 ５ は 、 係 合 基 部 １ ５ を 枢 支 す る た め に 当 該 箇 所 を 凹 状 に 切 削 し た 係 合 受 部

７ を 形 成 し 、 垂 直 片 ５ の 側 方 か ら 係 合 基 部 １ ５ の 回 動 軸 孔 １ ６ を 挿 通 す る よ う に し て 回 動

軸 ６ を 嵌 入 固 定 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 こ の よ う に 回 動 部 １ ２ を 形 成 す る こ と で 回 動 軸 ６ を 中 心 に 基 体 Ａ に 対 し て 手 摺 部 ２ が 床

面 Ｆ の 下 方 側 と 復 帰 側 に 回 動 自 在 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ま た 、 回 動 部 １ ２ の 上 側 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 回 動 軸 ６ を 中 心 に 下 方 に 回 動 さ せ た
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手 摺 部 ２ を 上 方 に 復 帰 さ せ る 付 勢 部 １ ７ を 形 成 し て い る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 具 体 的 に は 、 付 勢 部 １ ７ は 引 張 バ ネ か ら な り 、 設 置 部 ４ １ の 床 面 Ｆ 側 の 設 置 基 準 片 ４ ２

や 接 続 片 ４ ９ の 表 面 を 円 形 凹 状 に 切 削 し て 付 勢 部 １ ７ の 一 端 を 挿 入 す る 第 一 挿 入 凹 部 ４ ４

を 形 成 し 、 対 向 す る 垂 直 片 ５ の 当 該 箇 所 に も 円 形 凹 状 に 切 削 し た 第 二 挿 入 凹 部 ８ を 形 成 し

て 付 勢 部 １ ７ の 他 端 を 挿 入 す る こ と で 設 置 基 準 片 ４ ２ と 垂 直 片 ５ と の 間 隙 に 付 勢 部 １ ７ を

配 設 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 な お 、 付 勢 部 １ ７ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 回 動 部 １ ２ よ り も 下 側 に 形 成 す る こ と も で き

、 こ の 場 合 、 付 勢 部 １ ７ は 圧 縮 バ ネ を 用 い る こ と で 下 方 に 回 動 さ せ た 手 摺 部 ２ を 上 方 に 復

帰 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ま た 、 付 勢 部 １ ７ と 回 動 部 １ ２ と の 間 隙 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 設 置 基 準 片 ４ ２ か ら

床 面 Ｆ 側 に 水 平 に 伸 延 す る 金 属 製 で 丸 棒 状 の 上 方 規 制 部 １ ８ を 形 成 し 、 手 摺 部 ２ の 上 方 へ

の 回 動 を 規 制 す る よ う 構 成 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 具 体 的 に は 、 上 方 規 制 部 １ ８ は 後 端 側 に 雄 ネ ジ １ ９ を 螺 刻 し て 、 設 置 基 準 片 ４ ２ に 形 成

し た 雌 ネ ジ 孔 ４ ５ に 螺 入 す る こ と で 床 面 Ｆ 側 に 向 け て 水 平 に 配 設 さ れ 、 先 端 側 は 丸 棒 の ま

ま 、 又 は ゴ ム 等 の 緩 衝 材 を 形 成 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 ま た 、 上 方 規 制 部 １ ８ と 対 向 す る 垂 直 片 ５ の 当 該 箇 所 に は 上 方 規 制 部 １ ８ の 先 端 側 が 干

渉 す る こ と な く 挿 入 さ れ る よ う 上 方 規 制 部 １ ８ の 外 径 よ り も 大 径 の 円 形 凹 状 に 切 削 し た 第

三 挿 入 凹 部 ９ を 形 成 す る こ と で 、 回 動 さ せ た 手 摺 部 ２ が 復 帰 し て 上 方 規 制 部 １ ８ の 先 端 が

第 三 挿 入 凹 部 ９ の 中 で 垂 直 片 ５ と 当 接 し て 回 動 が 停 止 す る と 垂 直 片 ５ が 略 垂 直 の 元 の 位 置

に 戻 る よ う 構 成 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 な お 、 上 方 規 制 部 １ ８ の 形 状 等 や 上 方 規 制 部 １ ８ が 当 接 す る 垂 直 片 ５ の 形 状 等 も 本 実 施

形 態 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 上 方 規 制 部 １ ８ を 少 し だ け 短 尺 に し て 垂 直 片 ５ の 丸 棒 の 当 該

箇 所 の 周 面 を 曲 面 か ら 垂 直 面 に 切 削 す る こ と で 上 方 規 制 部 １ ８ の 先 端 を 垂 直 片 ５ に 当 接 さ

せ る だ け の 単 純 な 形 状 と す る 等 、 回 動 さ せ た 手 摺 部 ２ が 復 帰 し た 際 に 垂 直 片 ５ が 略 垂 直 の

元 の 位 置 に 戻 る よ う 構 成 す る 限 り 本 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 で 種 々 の 変 形 ・ 変 更 が 可 能 で あ る

。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ま た 、 垂 直 片 ５ の 下 端 側 は 、 下 方 に 回 動 さ せ た 手 摺 部 ２ が 基 体 Ａ 側 と 当 接 し て 回 動 を 規

制 す る 下 方 規 制 部 ２ ０ で あ り 、 本 実 施 形 態 で は 垂 直 片 ５ の 下 方 規 制 部 ２ ０ が 設 置 部 ４ １ の

設 置 基 準 片 ４ ２ （ 又 は 報 知 部 ２ ２ ） の 表 面 と 当 接 す る こ と で 手 摺 部 ２ の 下 方 へ の 回 動 が 停

止 す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 下 方 規 制 部 ２ ０ が 当 接 す る 設 置 基 準 片 ４ ２ の 表 面 に は 、 当 接

を 知 ら せ る 報 知 部 ２ ２ を 形 成 し て お り 、 報 知 部 ２ ２ は 機 械 的 な ベ ル に よ り 音 を 発 し 危 険 を

知 ら せ る も の や 、 鈴 や 電 気 的 な ス イ ッ チ 、 当 接 す る こ と で ス マ ホ に 送 信 さ れ る 等 の 方 法 を

採 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 な お 、 下 方 規 制 部 ２ ０ の 先 端 に ゴ ム 等 の 緩 衝 材 ２ １ を 形 成 す る こ と で 、 設 置 基 準 片 ４ ２

の 表 面 や 報 知 部 ２ ２ と の 当 接 時 の 衝 撃 を 緩 和 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 ま た 、 報 知 部 ２ ２ を 設 置 し た 場 合 、 下 方 規 制 部 ２ ０ と 報 知 部 ２ ２ と の 当 接 に よ る 衝 撃 を

可 能 な 限 り 緩 和 さ せ る も の と し て 、 図 示 し な い 当 接 緩 衝 部 を 形 成 し て も 良 い 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 当 接 緩 衝 部 は 、 下 方 規 制 部 ２ ０ が 報 知 部 ２ ２ と 当 接 し つ つ 必 要 以 上 に 押 圧 し な い 位 置 で
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手 摺 部 ２ の 回 動 を 停 止 さ せ る も の で あ り 、 例 え ば 、 上 述 し た 上 方 規 制 部 １ ８ の よ う な 構 成

か ら な る 極 短 尺 な 当 接 緩 衝 部 を 報 知 部 ２ ２ の 直 上 に 配 設 し 、 垂 直 片 ５ と 当 接 緩 衝 部 が 当 接

す る こ と で 手 摺 部 ２ の 下 方 へ の 回 動 が 停 止 す る よ う 構 成 し て も 良 い 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 転 落 防 止 用 手 摺 １ は 構 成 し て お り 、 ベ ラ ン ダ Ｂ

や 屋 上 の 床 面 Ｆ か ら 外 方 Ｕ へ の 転 落 を 防 止 す る た め の 防 護 柵 を 構 成 す る 基 体 Ａ の 上 部 に 配

設 さ れ る 手 摺 で あ っ て 、 一 対 の 外 枠 部 ３ と 、 一 対 の 外 枠 部 ３ の 上 部 間 に 横 設 し た 棒 状 の 水

平 片 １ ０ と 、 で 手 摺 部 ２ を 構 成 し 、 外 枠 部 ３ は 、 棒 状 の 傾 斜 片 ４ と 垂 直 片 ５ と 、 か ら な り

、 傾 斜 片 ４ と 垂 直 片 ５ は 、 側 面 視 で 床 面 Ｆ 側 に 傾 斜 し た 傾 斜 片 ４ の 下 端 部 に 垂 直 片 ５ を 垂

下 し て 側 面 視 へ 字 状 に 形 成 し 、 垂 直 片 ５ は 、 基 体 Ａ に 対 し て 手 摺 部 ２ を 回 動 自 在 と す る 回

動 軸 ６ を 有 す る 回 動 部 １ ２ と 、 回 動 軸 ６ を 中 心 に 下 方 に 回 動 さ せ た 手 摺 部 ２ を 上 方 に 復 帰

さ せ る 付 勢 部 １ ７ と 、 手 摺 部 ２ の 上 方 へ の 回 動 を 規 制 す る 上 方 規 制 部 １ ８ と 、 を 中 途 部 に

形 成 し 、 垂 直 片 ５ の 下 端 側 は 、 下 方 に 回 動 さ せ た 手 摺 部 ２ が 基 体 Ａ 側 と 当 接 し て 回 動 を 規

制 す る 下 方 規 制 部 ２ ０ で あ る こ と よ り 、 手 摺 を 乗 り 越 え に く い 構 造 に し 、 さ ら に 側 面 視 へ

字 状 の 外 枠 部 ３ の 垂 直 片 ５ の 中 途 部 に 回 動 軸 ６ を 配 設 し た こ と で 繰 り 返 し 可 動 さ せ て も 耐

久 性 を 維 持 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 ま た 、 上 方 規 制 部 １ ８ は 、 回 動 部 １ ２ よ り も 上 側 に 形 成 し た こ と よ り 、 重 心 が 安 定 し 、

荷 重 が 掛 か っ て も 耐 久 性 を 維 持 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 ま た 、 付 勢 部 １ ７ は 、 上 方 規 制 部 １ ８ よ り も 上 側 に 形 成 し た こ と よ り 、 手 摺 の 屈 曲 が 安

定 し 、 耐 久 性 を 維 持 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 更 に 、 付 勢 部 １ ７ は 、 回 動 部 １ ２ よ り も 下 側 に 形 成 し た こ と よ り 、 回 動 部 １ ２ へ の 負 荷

が 少 な く な り 、 耐 久 性 を 維 持 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 し か も 、 下 方 規 制 部 ２ ０ と 基 体 Ａ 側 と の 当 接 箇 所 に 当 接 を 知 ら せ る 報 知 部 ２ ２ を 形 成 し

た こ と よ り 、 当 接 を リ ア ル タ イ ム で 検 知 し 、 音 で 警 告 を 発 す る こ と で 早 期 の 転 落 事 故 防 止

を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 と 変 形 例 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 係 る 特 定 の 実

施 形 態 や 変 形 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 要 旨 の

範 囲 内 に お い て 、 種 々 の 変 形 ・ 変 更 が 可 能 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 Ａ 　 基 体 （ 防 護 柵 ）

　 Ｂ 　 ベ ラ ン ダ

　 Ｆ 　 床 面

　 Ｕ 　 外 方

　 １ 　 転 落 防 止 用 手 摺

　 ２ 　 手 摺 部

　 ３ 　 外 枠 部

　 ４ 　 傾 斜 片

　 ５ 　 垂 直 片

　 ６ 　 回 動 軸

　 ７ 　 係 合 受 部

　 ８ 　 第 二 挿 入 凹 部

　 ９ 　 第 三 挿 入 凹 部

１ ０ 　 水 平 片

１ １ 　 補 強 片
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１ ２ 　 回 動 部

１ ３ 　 固 定 片

１ ４ 　 雄 ネ ジ （ 固 定 片 の 後 端 部 ）

１ ５ 　 係 合 基 部

１ ６ 　 回 動 軸 孔

１ ７ 　 付 勢 部

１ ８ 　 上 方 規 制 部

１ ９ 　 雄 ネ ジ （ 上 方 規 制 部 の 後 端 部 ）

２ ０ 　 下 方 規 制 部

２ １ 　 緩 衝 材

２ ２ 　 報 知 部

４ １ 　 設 置 部

４ ２ 　 設 置 基 準 片

４ ３ 　 雌 ネ ジ 孔 （ 固 定 片 の 接 続 用 ）

４ ４ 　 第 一 挿 入 凹 部

４ ５ 　 雌 ネ ジ 孔 （ 上 方 規 制 部 の 接 続 用 ）

４ ６ 　 押 圧 基 準 片

４ ７ 　 雌 ネ ジ 孔

４ ８ 　 押 圧 ボ ル ト

４ ９ 　 接 続 片

【 要 約 】

【 課 題 】 転 落 事 故 の 防 止 を 可 能 に す る と 共 に 、 耐 久 性 が 向 上 し た 転 落 防 止 用 手 摺 を 提 供 す

る 。

【 解 決 手 段 】 本 発 明 に 係 る 転 落 防 止 用 手 摺 １ は 、 一 対 の 外 枠 部 ３ と 、 一 対 の 外 枠 部 ３ の 上

部 間 に 横 設 し た 棒 状 の 水 平 片 １ ０ と 、 で 手 摺 部 ２ を 構 成 し 、 外 枠 部 ３ は 、 棒 状 の 傾 斜 片 ４

と 垂 直 片 ５ と 、 か ら な り 、 傾 斜 片 ４ と 垂 直 片 ５ は 、 側 面 視 で 床 面 Ｆ 側 に 傾 斜 し た 傾 斜 片 ４

の 下 端 部 に 垂 直 片 ５ を 垂 下 し て 側 面 視 へ 字 状 に 形 成 し 、 垂 直 片 ５ は 、 基 体 Ａ に 対 し て 手 摺

部 ２ を 回 動 自 在 と す る 回 動 軸 ６ を 有 す る 回 動 部 １ ２ と 、 回 動 軸 ６ を 中 心 に 下 方 に 回 動 さ せ

た 手 摺 部 ２ を 上 方 に 復 帰 さ せ る 付 勢 部 １ ７ と 、 手 摺 部 ２ の 上 方 へ の 回 動 を 規 制 す る 上 方 規

制 部 １ ８ と 、 を 中 途 部 に 形 成 し 、 垂 直 片 ５ の 下 端 側 は 、 下 方 に 回 動 さ せ た 手 摺 部 ２ が 基 体

Ａ 側 と 当 接 し て 回 動 を 規 制 す る 下 方 規 制 部 ２ ０ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 選 択 図 】 図 １
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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